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１．課題の名称等  

研究開発課題名 ： 
CO2 を利用したプロパン酸化脱水素に有効な多元素合金触媒の

開発 

研 究 責 任 者 ： 古川 森也（大阪大学） 

 

２．研究開発の目的 

CO2 を利用した低級アルカンの酸化脱水素は、基幹化学品である低級オレフィンの製造と

CO2 の有効利用を同時に達成可能な魅力的な反応である。また、本技術の産業化により既存

の大規模工業脱水素プロセスをカーボンニュートラル化することもできるため、我が国だけで

なく世界規模での CO2 削減と化学業界における net zero emission の実現に貢献できる。本研

究では、我々が最近報告した世界最高性能を誇るプロパン酸化脱水素触媒のさらに上を目指

す革新的な多元素合金触媒を、「金属構造学に基づく新規触媒設計」により開発する。また、

それを元に、上記プロセスを世界で初めて実用化するための技術基盤を完成させる。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本研究では、熱的安定性と生成物選択性、コーキング耐性に優れたハイエントロピー金属

間化合物をベースとした触媒開発を行い、コーク燃焼能の高い CeO2 系担体を用いることで

CO2 を用いたプロパンを代表とする低級アルカンの酸化脱水素に有効な触媒の開発を行った。

それにより、反応活性・選択性・耐久性の向上を図ることで、基幹化学品である低級オレフィン

の高効率製造と CO2 有効利用を同時に達成可能な画期的な触媒反応系に関する基盤技術

の確立を目指した。その結果、Pt を主金属とする 5 元素系のハイエントロピー金属間化合物

が本反応に対して極めて有効な触媒として機能することを見出した。 

 

3-2. 今後の展開  

得られた高性能なハイエントロピー金属間化合物触媒は、プロパンなどからの低級オレフィ

ン製造および CO2 有効利用を同時に実現し得る成果である。今後は、企業との共同研究を通

じ、触媒のスケールアップや経済性の検証などの実証試験を進め、商業化への展開を図る。



また、プロパンだけでなくエタンなどの他アルカンへの適用や、Pt 等の貴金属を用いない安価

な代替触媒の開発等を通じて、より持続可能な化学プロセス基盤技術の確立を目指す。 


